
























































報告されている。また、このような読み方略の発達的変化は小学 1 年生と 2 年生の
	   2	 
間で生じると報告されている(イタリア語：Zoccolotti	 et	 al.,2005;	 日本語の仮












２.第一研究「小学 1 年生から 2 年生にかけての縦断研究－正答数と音読所要時間を
指標として－」	 
１）対象：韓国語話者児童で小学 1 年生の時点で「読み書きスクリーニング検査」
(朴&宇野,2012)を受けた 109 名の中、小学 2 年生の時点にて追跡可能であ
り、Raven 色彩マトリックスという知能検査にて-1.5SD 以上の得点を示
した児童 85 名を対象とした。	 
２）音読検査：正確性課題では、2 音節から 4 音節で構成されている実在語 23
個と非語 5個のリストを音読してもらった。正しく音読できた数を正答数
として分析した。流暢性課題では 2 音節から 5 音節で構成されている実在
語 16 個と非語 16 個リストを音読してもらった。音読開始から音読終了
までの時間をストップウォッチで測定し、音読所要時間として分析した。	 
























小学 3 年生 13 名、合計 75 名を分析対象とした。	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２）音読潜時測定実験：刺激は、文字長のショートとロングの 2 条件と語彙性の実
在語と非語の 2 条件、計 4 条件で構成されている。実在語 108 語(各文字長条件
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れた。また、年長児において、非語彙的処理より語彙的処理に頼って音読して
いる時みられる文字長と語彙性の交互作用が認められなかったことから、非語
彙的処理を中心とした読み処理を行っていることが示唆された。一方、1 年生
の夏以降の学年において文字長と語彙性の交互作用が認められ、語彙的な読み
方略を中心とした読み処理を行っていることが明らかになった。また、非語彙
的処理から語彙的処理を中心とした読み方略に移行した後にも１年生以降の学
年で文字長効果が有意であった。この結果から、読み経験は語彙的処理の発達
だけではなく、非語彙経路の処理速度にも影響し、年齢や学年が上がるにつれ
非語の音読潜時が短くなっていたのではないかと考えられた。	 
４．結語	 
韓国語話者児童の音読に、二重経路モデルより想定された非語彙経路と語彙
経路、双方の読み処理過程が関与していることが示唆された。また、典型発達
児童の読み方略の発達的変化の時期が明らかになったことから、発達性読み書
き障害の読み障害に関する問題を明らかにするための基礎的データを提供する
ことができたと考えられる。	 
